
農林漁業用国産 A 重油総括表作成支援システム（EMG・東燃名称変更）処理手順書 

（Ver4.2リリース後） 

 

目的 

① Ver4.0の不具合（総括表を印刷する際、直近供給先に入力があった場合に最後に余分な

ページが印刷されてしまう）を修正した Ver4.1 をインストール後、Ver4.0 で利用して

いたデータベースを移行する。 

② 元売の統合等のため以下の元売名を変更するパッチ処理も同時に行う。 

元売コード 02 ＪＸエネルギー（株）    → ＪＸＴＧエネルギー（株） 

元売コード 11 ＥＭＧマーケティング（同） → ＪＸＴＧエネルギー（株）【旧ＥＭＧ】 

元売コード 13 東燃ゼネラル石油（株）   → ＪＸＴＧエネルギー（株）【旧ＴＧ】 

 

対象 

Ver4.0 システムを使用していて Ver4.1（または Ver4.2）システムへとデータ移行が必要な

場合。 

※Ver4.1システム以上から初めて使用する場合は行う必要はありません。 

※既に Ver4.1（または Ver4.2）をご利用中の場合、Ver4.0のデータで上書きされますので、

ご注意ください。 

 

使用方法 

① Ver4.1（または Ver4.2）をあらかじめインストールしておいてください。 

② 『KOKU-A-Patch-4.1.exe』を開きます。 

③ 参照ボタンをクリックし Ver4.0 システムと Ver4.1（または Ver4.2）システムが格納され

ているフォルダを選択します。 

※対象先がなければメッセージが表示されますので改めてフォルダを指定してください。 

④ 変換ボタンをクリックします。 

⑤ 変換後、国産 A重油総括表システム Ver4.1（または Ver4.2）を開き、事業所情報、購入者

情報、総括表作成を開き、データ移行がされていることを確認します。 

その際、事業所情報の元売名が変更されていることも併せて確認します。 

⑥ 元号が「平成」となっているので、改めて「元号変更用 令和」のパッチを当て、元号を

変更してください。 

 


